
多様な生徒それぞれに個別最適した

SGHカリキュラムへの改訂と自走する体制への挑戦

～６科コース１３００人全校実施体制への取り組み～

教頭 / 課題研究運営部統括

橋ヶ谷 多功（はしがや たく）

【Topic】
テーマ設定 → 課題研究 → 発表資料への落とし込みのプロセスでの苦労した点や工夫について



岡山学芸館高校、清秀中学校・高等部の概略

・医進コース

・スーパーV

・特別進学

・進学

・英語科

・清秀高等部
（6カ年専用）

・清秀中学校

学年 クラス数 生徒数

高１ 1４ 506

高２ 14 ４５1

高３ 13 ４3１

合計 ４1クラス １388名

学芸館校章 清秀校章

多
様
な
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校

１
学
年
約
４
６
０
名
の
課
題
研
究
活
動

課
題
研
究
運
営
部
は
約
５
０
名

１

学年 クラス数 生徒数

中学生 8 178名





SGHの５年を振り返って

①SGHカリキュラムに合致する生徒としない生徒
→生徒の興味関心は各々異なる

②成長する生徒はカリキュラム外での自己研鑽を必
ず行っている。
→カリキュラムは学校教育の基盤という基本原則

③教員のファシリテーション能力により、教育効果が大
きく左右される。
→やらされている感覚の教員を作らない。

３



本校の課題研究 開発構想

本校の現状把握から
課題を抽出

（年２回アンケート調査を実施）

教育理念+育てたい生徒像

生徒に捉えさせたい
社会のイメージ概略

（グローカル）

カリキュラムを通して
身につけさせたい力
（コンピテンシー）

※アンケートで成長を確認
※改訂の指針にする

４



本校の課題研究 開発構想

具体的な教育活動
３年間の学びのプロセス

社会連携の
プラットフォーム

※生徒たちが使うもの

カリキュラム外で自由に
選択できる学びのスタイル

は生徒の成長を促す
【課題研究の個別最適化】

教員が与えるものではなく
生徒が自ら掴むもの

生徒の“やりたい”が基盤

４
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多様な１３００名に個別最適した課題研究活動に向けて

①生徒の自由な選択ができるカリキュラムへ改訂
例）ゼミ制度、ゼミ長会、ゼミ間交流会、ゼミ研究費など

②自己選択で自らの学びをカスタマイズできるよう、カリ

キュラム外での学びの機会を充実。
例）学びの深化プロジェクト、YEEP、コンソーシアム、他校交流の充実

③活動重視からハイレベルな研究まで、意図的に混在させ、

お互いを認め合える環境づくりで先生方へのプレッ

シャー緩和と枠にはめない課題研究活動の実現。

５



ご清聴ありがとうございました。

多様な生徒それぞれに個別最適した

SGHカリキュラムへの改訂と自走する体制への挑戦

～６科コース１３００人全校実施体制への取り組み～

何かございましたら是非気軽に情報交換しませんか？本校は常に他校様からの刺激を欲しております！

【連絡先】hashigaya@gakugeikan.ed.jp


